












Ⅳ 三年間の総括 

 過去三年間,我々は重障児の在宅療育の継続を可能ならしめる一つの方法としての訪問

看護・巡回相談について我々の経験から得た資料につき分析を加えてきた。 

 そして在宅重障児の療育を在宅のまゝ継続させうる要因と,さらにこれを阻害する要因

のいくつかを見出しえたものと考えられる。 

 本年はこれに年齢要因の検討を加え,療育を考える上に,5 歳以下,6～17 歳,18 歳以上と

三段階に分けて考える必要性を指摘した。 

 今後,巡回検診・訪問看護事業がより充実され,重障児在宅療育がより安心して行われる

ようになるとともに巡回相談・訪問看護事業が真に必要なものについてのより詳細な検討

が行われることを切に望みたい。 


